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抄録：本研究は、東京都内にあるA大学の音楽Ⅱにおける講義概要と学習目標の大きな柱になっているリズム活動に焦点
をあて、活動を通して学生が何を習得し、何を問題として提示したかを振り返りシートによって確認し、学生の意識を調査
した。振り返りシートからは、学生は興味関心をもって、楽しくリズム活動を行っていたことはもとより、活動の意義を考
えながら活動に臨み、またそこでは保育者として現場に立つ自身の将来の姿を重ね合わせていたことがわかった。豊かな
音楽的感性をもった保育者を育くむために、どのような授業展開が考えられるか、いくつかの方向性や具体案を検討するこ
とができた。
（別刷請求先：赤塚太郎）
キーワード：リズム活動、保育者養成、音楽活動、保育現場、感性、振り返りシート
緒言
東京都内のA大学は保育者養成課程を有し、昨年度（平成
30年度）より音楽に関する科目が改変され、1年次において
は音楽 / 音楽実践演習、2年次では音楽Ⅱ / 音楽実践演習Ⅱ、
また3年次は音楽Ⅲ / 音楽実践演習Ⅲがそれぞれ春期と
秋期の通年で履修できる体系が整った。この改変は、これ
まで以上に質の高い知識や技能を備えた保育者を養成する
こと、そして学生の主体的な深い学びをより一層強く意識
したことの表れであろう。
A大学2年次春期に開講される音楽Ⅱでは、保育現場で
行われているリズム活動に対応できるリズム感とそれを身
体表現できる力の育成、子どもの楽器活動に関する理解、
手遊びの習得を目指している。保育現場で行われるリズム
活動では、身体を使って音楽を感じ取り表現するので、活動
にふさわしい楽曲の演奏や動きに合わせて即興的に演奏す
る方法を身につけることを講義概要に盛り込み、主にリズ
ム活動に学習の焦点をあてている。
リズム活動については、保育内容が考えられた当初から
幼児にとって必要な活動として捉えられてきた。実際、
多くの保育現場では音楽活動の一つとしてリズム活動、あ
るいはリトミックといった名称で活動が行われ、幼児の
生活や遊びの中にある様々な事象を、音楽に合わせてその
動作を模倣することで、その動きが持つリズムを体感する
というねらいがあった。そしてさらに、活動を通して等拍
の感覚を養い、リズムを体感することは、楽器の演奏や歌
唱におけるリズムの理解・習得につながるものであったと
言える。
二宮（2015）は我が国のリズム活動やリトミックの歴史・
変遷について詳細に述べ、「リズム教育は（中略）音楽と
身体を使って行う動き・運動を通して行われるものである
と言うことができよう。又模倣表現に関しては自然界や
動植物、人の何かをなす動きの持つリズムに自らのリズム
を合わせることによって内的に調和されるものとして理解
されていることがわかる」と言及している。
本研究は、リズム活動として身体を動かしながら音楽の
動きや柔らかさ、硬さ等を感じ、打楽器等でのアンサンブ
ルを行ったことで、学生が何を習得し、また何を問題とし
て提示したかを振り返り、その後の授業展開について検討
したものである。
研究対象および方法
1．リズム活動の実施期間と対象者、リズム活動の概要
A大学において昨年度春期に担当した保育者養成課程の
2年生（現3年生）の内、2クラス計49名を研究の対象とした。
2年次開講の音楽Ⅱでは、「保育現場で行われているリズム
活動に対応できるリズム感とそれを身体表現できる力の
育成」を主たる授業内容に挙げ、また「リズム活動のための
ピアノ演奏ができ、自身も音楽に合わせリズミカルに動け
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ること」を学習目標にしていることから、これらの指針を
もとに計15回の授業の中で以下の活動を行い（表1）、併せ
て振り返りシートを活用して学生の意識調査を行った。
なお、この調査に先立ち、個人の特定はできないようにし、
振り返りシートの提出により調査に協力・同意したとみな
すが、提出しない場合でも何ら不利益が生じないこと、
調査結果を学会や論文で発表すること、データは5年間保
存した後に廃棄することを説明し、個人情報の保護という
点において留意した。
2．リズム活動の詳細内容
リズム活動①「自由な動き」
即興演奏に合わせ、身体を動かしてみた。このときに大
事なことは、どのような音・音楽が鳴っているのかを注意深
く聴きながら、動作をつける点であった。聴こえてくる音・
音楽から、何かが風になびいたり、柔らかい事象を想像
したり、どっしりとした動物がノッシノッシと歩く様子、
スポーツカーのようにスピード感溢れるものになって走り
回ったりすることで動きのイメージをとらえ、速い動きの
音や低音の重量感ある音、軽やかな高音の音等、それらが
動きと一体になるようアドバイスした。
リズム活動②「拍、ビート」
踊ろう、楽しいポーレチケ の曲
に合わせ、まずは手で拍子を刻んでみた。次に、拍子感や
等拍感を理解するために、手と足を使って3拍子を分割し、
重さのある拍を1拍目・2拍目・3拍目にそれぞれずらして
いった。さらに、曲中の1拍目に度々登場する長い音符（四
分音符）で膝を曲げる等、音楽的要素である拍子や音符の
長さに直結した身体の動きによる表現を試みた。
リズム活動③「リズミカルな動き」
ユーモレスクの冒頭に登場するリズム
（十六分音符、三十二分休符、三十二分音符の組み合わせ）
が、弾むようなステップを連想させることから、スキップ
やギャロップの動きを導入した。その際、スキップとギャ
ロップの違いを考え、こうしたステップが苦手な人に対し
て互いにコツを教え合って、できるようになることの喜び
や感動を分かち合う点も工夫した。
リズム活動④「フレーズ」
引き続きユーモレスクの曲を使用し、旋律のまとまりや
区切り（フレーズ）を感じるために、注意深く曲を聴く活動
に移った。1つのまとまりや区切りを感じた時点で学生が
挙手したことを確認し、その後に続く旋律を奏でる方法を
繰り返し、フレーズを体感できるよう試みた。また、それ
らのフレーズに歌詞を当てはめ、フレーズが途中で切れて
しまった場合に歌詞そのものの意味がどのように理解でき
るか、またはできないのかを実演した。
リズム活動⑤「不得意なリズム型」
それまでに行った授業では、学生自身が4小節程度のリ
ズム譜表を作るなどして、比較的易しいリズム創作を行っ
てきたが、ここで行った活動は16小節という長さのリズム
譜表を用い、様々な音符や休符が埋め込まれているような
譜例を提示した。使用したリズム譜表は以下のとおりであ
る（譜例1）。
まずはじめに、数回にわたって通しでリズムを叩き、
苦手と思われる箇所をチェックした。その箇所には音価に
合うような言葉を当てはめ、三連符には「トマト」、連続す
る十六分音符には「おいしい」といったように、言葉の持つ
リズム感や抑揚、響きを利用して、苦手箇所の克服を試み
た。その後、スムーズに全体を通すことができるレベルに
なったところで、手と足で音符と休符をそれぞれ分けて
叩いた。そして、最終的には打楽器を活用し、音符と休符
に分かれて各々が選んだ打楽器で合奏した。その際、全員
で各打楽器の奏法を確認し、保育現場で多く使用されてい
る鈴やカスタネット等の打楽器の活用例、指導法を視野に
入れながら、学生が模擬指導した。
表1．リズム活動の概要
リズム活動 テーマ 使用曲
① 「自由な動き」 即興演奏
② 「拍、ビート」
踊ろう、楽しいポーレチケ 
（ポーランド民謡）
③ 「リズミカルな動き」
ユーモレスク 
（A. ドヴォルザーク作曲）
④ 「フレーズ」
ユーモレスク 
（A. ドヴォルザーク作曲）
⑤ 「不得意なリズム型」リズム譜表
譜例1．リズム譜表
86 87
リズム活動の振り返りとそこから見えたもの
結果
以上の活動の後、振り返りシートによる学生の意識調査
を行い、リズム活動で学生が何を習得し、また何を問題と
して提示したかを確認した。（回答において文法等の語法
に誤りがある箇所は、一部加筆、修正した。）
1． リズム活動①「自由な動き」とリズム活動②「拍、ビート」
において、実際に身体を使って活動した感想
•  曲に合わせて手や足を動かすことで、動きそのものを
身体全体で感じることができた
•  重さが何拍目にくるかで、同じ1曲の中でワルツや
ジャズのようなリズムにも感じ、こんなにも感じ方が
変わるとは思わなかった
•  無意識に「大切な拍は1拍目だけ」と決めつけていたの
で、様々なビートを感じることができた
•  1拍目に重さを置くと、自然と2・3拍目のリズムにのる
ことができた
•  他にも体の様々な部分を使ってみると、楽しめそうだっ
た
•  音やリズムに合わせて体を動かすのは、心身ともに著
しく発達する子どもにとって意味のあるものだと感じ
た
•  子どもには口で説明するよりも、身体で感じさせ、表現
させてみた方が楽しく学べる、かつ理解が早いのでは
ないだろうか
•  リズム感は幼児期から身につけないと大人になってか
らでは成長に差が出てしまうため、保育者がしっかり
と指導しなくてはならない
•  身体を動かすことによって、できる子・できない子の差
がはっきり出てしまうため、子どもが劣等感を感じて
しまう可能性がある。もし私が教えることになったら、
少しゆっくりやってあげたい。毎日やってあげること
で、できない子も繰り返してやるうちに身体が覚え、
段々できるようになると思った
•  手と足を同時に使いわける動作が難しかった
•  重みのかかる拍を変えた途端、動きがぐちゃぐちゃに
なって難しくなった
2． リズム活動④「フレーズ」をとおして、フレーズそのも
のの意味をどう捉えたか、活動からどのようなことを
学んだか
•  フレーズとは、曲の中の音楽の1つのまとまりである。
まとまりがあるおかげで、曲の中でぐちゃぐちゃとした
感じがなくなり、まとまりや音楽のドラマが生まれる
•  途中で途切れないようにしてフレーズを作ることで、
メロディラインが壊されない
•  フレーズがなければ曲の抑揚をつけることができな
いし、曲の中での各部分の雰囲気を表せなくなってし
まう
•  フレーズの感じ方は演奏者によって異なることもある
ので、演奏そのものに個性が出るとも言える
•  文章に例えると、句読点のような役割がある。曲の中
でいくつかの区切りをつくることで、表現を豊かにす
ることができる
•  心のなかで、または実際に息継ぎをする箇所にあたる
3． リズム活動⑤「不得意なリズム型」について、活動後の
感想
•  手だけのリズム打ちは、ただ叩いている感じがしたが、
足や言葉を付けるとリズム感があって、リズムの強弱
を感じた
•  手や足以外にも、体の様々な部分を使ってみると楽し
めそうだった
•  見慣れないリズムに最初は戸惑ったが、自分の名前や
身近な言葉を音符にあてはめてリズムをとると非常に
わかりやすくなり、抵抗感がなくなった
•  足で休符を刻んだことにより、休符を意識する大切さ
に気づいた。音符と休符の両方で音楽になることがわ
かった
•  楽器を使うことにより、楽しさや表現に違いが出た
•  様々な楽器でのアンサンブルは色々な音色が合わさっ
て、まるで楽器で会話しているみたいだった。そう考
えると、他の人とコミュニケーションをとる一つの手
段、あり方としても考えられる
•  手でのリズムうちが難しかった段階から、色々な方法
で実践したことは、保育においても同様の事が言えそ
うだ。子どもが1つのやり方・指示で理解できなかった
ことを、あきらめずに様々な方法で試すこととも繋
がっている
考察
本研究では、活動後の振り返りシートから、リズム活動
で学生は何を習得し、また学生が提示した困難さを抽出し、
それをもとにその後の授業展開を検討し、以下が明らかに
なった。
リズム活動①「自由な動き」とリズム活動②「拍、ビート」
における、実際に身体を使って活動した感想では、音楽を
聴き、それを動きに表してみることは、学生はただ単に楽
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しさを感じることに留まらず、「なぜ動くのか」「動きをと
おして音楽を学ぶことの意義」等を考えながら活動に臨ん
でいることがわかった。また、いざ保育現場に立ったとき
の自身の姿を想像していることは、幼児とのふれあいの中
でどのような手順、内容で活動するか、具体的に考えるきっ
かけになっていた。その一方、一連の動作や音楽に合わせ
て身体を動かすことに困難さや不慣れさを訴える学生も確
認されることから、日頃の授業の中でもこまめに身体的表
現を取り上げていく必要があることが示唆された。
リズム活動④「フレーズ」についての回答からは、フレー
ズは音楽を構成する上で欠かせない大事な要素として認識
されていることがわかった。保育現場における音楽活動は、
歌や合奏､音楽劇等が挙げられるが、子どもは保育者のピ
アノや歌を聴き、それをもとに様々な音楽を経験していく。
つまり、保育者は音楽活動から得る楽しさや喜びのみを
強調するのではなく、子どもの創造力を引き出し、伸ばす
ことができるような広い意味での音楽性を兼ね備え、その
曲に相応しい、また求められる音色やニュアンス、曲の
テンポ、デュナーミク（音の強弱）、アゴーギグ（音の長短）
等、音楽を彩る様々な要素や成り立ちをよく理解している
必要がある。そうすることにより、音楽活動そのものがよ
り深く、充実したものになることはもとより、保育者自身
が豊かな音楽的感性で子どもの感性を育み、様々な形で
表出される幼児の表現を柔軟に受け止めることができ、
それは理想的な保育者像とも言えるだろう。よって、今後
は保育者にとって必要な音楽的感性をより豊かに育むこと
のできる授業実践の検討が求められる。具体的には、歌を
うたう際には、まず子どもが曲の親しみや楽しさを見いだ
せるよう、歌詞をお話しのように読み聞かせ、子どもとの
対話を楽しみながら歌へと移行して、歌詞の内容から求め
られる曲調や音色、ニュアンス等を想像する。そして、
音という本来は“見えない”ものへの感性を養い、それを音
に具体化していく作業を行う。また、ピアノの実技におい
ても、譜面に書かれている音符を弾く、という行為で終わ
らせるのではなく、そこに付随して書かれている音楽用語
や記号等を深く読み込み、どのような音楽表現が可能であ
るか、きちんと考えるよう伝えていく。
さらに、リズム活動⑤「不得意なリズム型」の回答から
読み取れるように、難しいリズムを言葉等に置き換えて
実践してみると、その音符がどのようなリズム感をもって、
どのように動くのかを学生は具体的に理解することができ
た。また、リズム譜表は音符や休符を理解するための単な
る「リズム打ち」と捉えるのではなく、ボディパーカッショ
ンや打楽器を使った活動に展開することができることを、
学生自身が認識し、また経験した。そして加えて言うなら
ば、「保育」という子どもと、人と関わる分野の原点にいま
一度立ち返り、アンサンブルを通してコミュニケーション
について考え、実際に子どもと関わる保育の専門家として
の自身の将来像を重ね合わせる意味合いは、非常に大きい
と言える。
おわりに
様々な要素をとり入れたリズム活動は、保育者を目指す
学生の多くが、まずは自身が楽しみながら活動に取り組ん
でいて、その事実を振り返りシートからうかがい知ること
ができた。そして、現場での音楽活動はいくつもの要素が
相互的に作用、また活動を構成している点に学生自身が気
づくきっかけになったと言えよう。感性や表現する力を育
むためには、楽器演奏や手遊び歌が上手にできる、といっ
た1つの視点での思考ではなく、保育者側が音楽や活動そ
のものをどう捉えるか、幼児の表現をどのように考えて理
解するか等、複合的な要素の必要性をこのリズム活動から
学んだであろう。身体を使って全身で何かを感じたり、
今までになかった新しい感覚を養ったりすることは、身体
的にも豊かな表現・表情を表出することにつながり、活動
を通じて学生が感じ、学んだことが、実際に幼児とともに
行う活動の中で生かされると信じている。
謝辞
本研究は、全国大学音楽教育学会 第34回全国大会（2018
年）発表「保育者養成校におけるリズム活動の学び」、ならび
に同学会関東地区研究会（同年）発表「科目「音楽Ⅱ」の振り
返りと「音楽実践演習Ⅱ」への授業展開について ― 振り返
りシートの分析を通して －」の内容を一部修正し、まとめ
たものですが、様々なご助言を頂戴した上記学会での共同
発表者 本野洋子氏に、心より御礼申し上げます。
文献
神原雅之（2008）： 世界の歌を遊ぶリトミック・ゲーム67
選　ボディ・パーカッションから音楽表現まで．明治
図書出版株式会社，東京．
本野洋子・赤塚太郎（2018）： 保育者養成校におけるリズム
活動の学び．全国大学音楽教育学会第34回全国大会
《仙台大会》大会プログラム，30-31．
本野洋子・赤塚太郎（2018）： 科目「音楽Ⅱ」の振り返りと
「音楽実践演習Ⅱ」への授業展開について－振り返り
シートの分析を通して－．全国大学音楽教育学会関東
地区第2回研究会要旨．
88 89
リズム活動の振り返りとそこから見えたもの
二宮紀子（2014）： リズム活動に見られる模倣表現に関す
る考察　その1　～明治期から昭和初期までの遊戯作
品に見られる模倣表現～．全国大学音楽教育学会 研究
紀要 25，21-30．
二宮紀子（2015）： リズム活動に見られる模倣表現に関す
る考察　その2　～大正期のリズム論から保育内容
「音楽リズム」まで～．全国大学音楽教育学会 研究
紀要 26，83-92．
90
赤塚
The Reflection of Rhythmical Movement and Consideration:  
Analysis of Reflection Paper
Taro AKATSUKA
School of Childcare and Early Childhood Education,  
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Abstract : This study is confirmed by a Reflection Paper on the lecture outline in music II class in the retrospective 
focuses on rhythmical movement have become the pillars of lecture outlines and learning objectives, activities and learn 
what students, what was presented as a problem sheet confirms, and the awareness of students. From the back sheet, 
students had done a fun rhythm activity with interest, could also stand as a nursery site in there own future overlay was 
antisocial activities while considering the significance of the activities. To be with a musical sensibility and rich nursery 
education able to consider proposals and some of what could be considered, such as how teaching to detest.
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